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１．開 会 

 

２．あいさつ 

 

３．地域予算提案制度取扱事業について 

 

（１）クリーン大平強化事業について 

事務局より概要説明があった。 

   

《提案委員より補足説明》 

 ・強化ポイントの選定にあたっては、行政だけではなく、各自治会の清掃したい

場所も踏まえて決定するべき。 

 ・褒賞金については、人数割にするのか、拾ったゴミの量にするのか、話をつめ

ていく必要がある。 

 ・普段からゴミが多く清掃したい場所、普段の清掃では届かないようなポイント

に集中して実施する。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

●担当係長 
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●委員 

 

 

●担当係長 

 

 

●委員 

 

●担当係長 

 

 

 

●委員 

 

 

 

●事務局 

 

 

●担当係長 

《委員意見》 

 ・自治会の中で年に 3回程度クリーン運動を行っているが、それ以外に実施する

のか。となると、時期的な問題の他に、場所の選定の問題が出てくる。 

 ・各自治会で温度差が大きいのではないか。まずは、自治会でどのような活動を

しているのかを確認する必要がある。 

 ・人の敷地に立ち入らないようにしなければならないので、行政に仕切ってもら

ったほうがよい。 

 ・現在やっている自治会活動とは完全に分けて考えたほうがよい。 

 

《所管課説明》 

 ・現在、自治会を中心に行っているクリーン活動は、5 月 30 日前後の日曜日に

『美化キャンペーン』を実施している（栃木市全体で実施）。他に『クリーン

大平』として 7月・8月で 2回程度、清掃をしている。よって年に 3回、自治

会でクリーン活動を行っている状況である。 

 ・自治会によって実情は異なる。自分たちの住居周辺を清掃している自治会もあ

れば、河川や農道を中心に行っている自治会もあると思われる。 

 ・不法投棄等の連絡をいただければ、市、あるいは県で対応するようにしている。

不法投棄が多い場所には監視カメラを設置している。（大平地域は 5ヶ所） 

  

 この事業は、以前提案のあった、永野川の河川敷の草刈りを想定しているのか。 

 

 草が伸びるのが早く、草刈りが完全ではないことと、昨年の災害のゴミが溜まっ

てしまっているのか気になっている。 

 

 基本的には、ゴミをあげてもらえれば、市の環境で持っていくことになっている。

また、旧栃木市内では、巴波川の一斉清掃を実施している。 

  

 同じように永野川で実施できないか。 

 

 巴波川は、合併前から実施しており、観光イベント等で使用することもあるので

継続的に行っているが、今の段階では、それを延長して永野川まで実施するとなる

と、難しい面もある。河川の中の清掃は危険を伴うためできない。 

 

 永野川の遊歩道のゴミは、歩いていて気になっている。観光地というイメージで

いうならば、付近でなつこい等のイベントもあるので、きれいにしておくべきだと

思う。 

 

 褒賞金の取り扱いについては、市として補助要綱等を作っていかなければならな

いので、全市的な取り組みになると思われる。 

 

 興味深い取り組みとして、自治会という枠組みにとらわれず、自由参加で『スポ
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ーツゴミ拾い』というイベントを開催しているところもある。集めたゴミによって

ポイントが加算され、表彰されるというものである。これは、地域の活性化効果も

あり、さらに人と人も交流できるイベントだと思われる。（県内では宇都宮市で実

施している。） 

 

 担当で資料等を集めていただき、よく検討していただくということでよろしい

か。 

 

《了承》 

 

（２）平成 28年度地域予算提案制度取扱事業について 

事務局より、各事業について概算事業費（予算額）の説明があった。 

  

それぞれの事業について内容を検討した結果 

○大平地域交通事故防止対策事業【継続】 

 ・中学生を対象に、スケアードストレート方式の交通安全教室の開催。 

〇伝統文化継承事業【新規】 

 ・市の保有物品（和太鼓等）を有効に活用するための修繕と保管。 

○かかしの里活性化事業【新規】  

 ・かかしの里内にあるローラースライダーの修繕。 

○大平地域のイベント用テント購入事業【新規】 

 ・イベント等に使用しているテントの購入。 

  

 この 4事業について、次回の会議で概算予算額を提示していただき、具体的に検

討するということでよろしいか。 

 

計画書（案）を作成し、次回の会議にかけたいと考えている。 

 

《了承》 

 

○その他の事業について 

 ・『警告付温度計の設置』に関しては、グランドゴルフ等の実施団体にその必要

性について相談することとなった。 

 ・『晃石山ビューポイント整備事業』の進捗状況報告 

【小林委員より】 

7 月末に完成する計画で進めている。現在、ポイント地点の木の伐採を行って

いる。材料はほぼ完成しているが、運び出す作業はこれから行う予定である。モ

ノレールを使って途中まで運び、そこから NPO のトレッキング隊がポイントまで

運ぶ予定である。 

【会長より】 

完成後に、皆で現地を見学したい。 



●事務局 ４．その他 

特になし 

 

 

５．閉 会 

 


